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自分なりに納得のいく生き方を探ろうとするとき、自分一人だけに頼ろうとすれば、どうしても
行き詰まってしまう。わたしたちの「生」は、周りの人と気持ちが通じたり、自分の考えや行動
が他者や社会に認められることによって、より広がりと深さを持つようになるからだ。

本書では、わたしたちが他者や社会をどのように考え、どう関わっていけばほんとうに「幸福」に
なれるのかを、やさしい語り口で説く。「私にとっての〈ほんとう〉」を見つけ、「つながり」の中
で自分を活かすためのゆるやかな処方箋。
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